
令和３年度山口県公立高等学校入学者選抜のための

学力検査における選択問題の概要について

問題の種類

共通問題 選択問題

全ての受検生が共通に解答する問題 受検生が問題を選んで解答する問題

問題の説明 であり、連続する大問４問から構成

される。配置場所は前半、中程、後

半と教科により異なる。以下１.参照

問題番号の 一重線の枠内に問題番号を表示 二重線の枠内に問題番号を表示し、

表示 例： １ ≪選択問題≫を付記

例：１≪選択問題≫

解答の仕方 全ての問題に解答 大問４問から構成される選択問題の

中から、受検生が３つの大問を選ん

で解答

解答欄への 予め解答用紙に記入された当該問題 解答用紙の二重線の枠内に自分が選

記入 番号の解答欄に解答 択した問題番号を記入して解答

以下２.参照

※ 詳細は別添サンプル（入学者選抜学力検査問題・解答用紙）を参照

１. 選択問題の配置場所

例①：問題全体の前半部分に選択問題を配置

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ･･･

選択問題

例②：問題全体の中程部分に選択問題を配置

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ･･･

選択問題

例③：問題全体の後半部分に選択問題を配置

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

選択問題

２. 解答用紙への選択問題番号の記入

例：上記例②のように３～６が選択 ≪選択問題≫

問題で、受検生が３、５、６を選択し ３ (1)

て解答した場合。 (2)

※ 受検生が、選択した問題 ≪選択問題≫

番号を、自分で解答用紙の ５ (1)

二重線の枠内に記入する。 (2)

なお、問題番号順に解答

しなくてもよい。 ≪選択問題≫

＊ 内には何も記入し ６ (1)

ないこと。 (2)

※ 受検生は１～４から３問を

選択して解答し、５番以降は、

全ての問題に解答する。

※ 受検生は３～６から３問を

選択して解答し、１・２番及

び７番以降は、全ての問題に

解答する。

※ 受検生は４番までの全ての

問題に解答し、５～８から３

問を選択して解答する。
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